
修理申込前準備

④見積書提示

⑤見積書、洗浄不可の申出書
を入手し次ページへ

①修理業者紹介依頼
・見積書依頼

住民（被災者） 県

①洗浄申込み ②受理、調整 ③調整

④現地踏査
（洗浄実施の可否確認、
可能な場合は洗浄）⑤完了確認 注1

②修理業者紹介（井戸等）

（１）原因調査 県（（一社）全国さく井協会等）による現地踏査（洗浄実施の可否確認）を希望する場合

（２）原因調査 県（（一社）全国さく井協会等）による現地踏査（洗浄実施の可否確認）を希望しない場合

注2 洗浄実施不可の結果の内容（例）
（１）井戸に被害を受けたものの構造等の問題により洗浄の実施が困難と判断された。
（２）井戸に損傷がなく、配管、継手、砂取器、受水槽、弁、水栓、電動機等の損傷と判断された。

注１ 完了確認の内容
（１）井戸孔がコンクリートで被覆されている等により、「洗浄を実施できなかった。」 → (2)①へ
（２）洗浄では井戸の機能が回復しないことが判明し、「洗浄を実施しなかった。」 → (2)①へ
（３）井戸の洗浄を実施したものの、「井戸の機能が回復しなかった。」 → (2)①へ
（４）井戸の洗浄を実施したことで、「井戸の機能が回復した。」 → 井戸復旧

【参考】井戸復旧に係る手続きの流れ

③現地踏査
（洗浄実施の可否確認）

可

否:注2

※(1)で現地踏査を実施
済の場合は省略し④へ

市町村 （一社）全国さく井協会等

修理業者
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住民（被災者） 修理業者市町村

③工事実施連絡

④工事依頼・請書送付
(A：応急修理分)

①応急修理申込書 注3 ②審査

⑥請書送付
（A：応急修理分）

⑨個人契約
（B：被災者負担分）

⑫工事完了確認

⑬完了報告、
費用請求

⑪工事実施

⑭審査・支払い
（A：応急修理分）

⑯個人契約の支払い
（B：被災者負担分）

⑮受領
（A：応急修理分）

⑰受領
（B：被災者負担分）

修理申込～
工事実施

精算手続

⑩個人契約
（B：被災者負担分）

注3 提出書類等
応急修理申込書、被害状況申出書、資力に関する申出書、修理前の現況が分かる写真、修理見積書（井戸、設
備など）、井戸等の応急修理申込チェックシート等
（修理見積書及び洗浄による井戸機能回復が見込めないことを証する申出書は、後日提出でも可能ですが、工事決
定の審査のために必要です。）

⑦請書受領・契約
（A：応急修理分）

⑤工事受託

自己負担が生じる場合

⑧工事内容確認
（Ａ：応急修理分）
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【参考】井戸復旧に係る手続きの流れ
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